
〒102-0093
東京都千代田区平河町2-4-2
代表 TEL 03（3262）5234
旬報 TEL 03（3262）2309
発行人 原田　正司

①①

②②

③③

④④

��������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

第
７
回
全
国
市
議
会
議
長
会
研

究
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
１０
月
１０
・
１１
日

の
２
日
間
に
わ
た
り
、
愛
媛
県
松

山
市
の
「
ひ
め
ぎ
ん
ホ
ー
ル
」
で

開
催
さ
れ
た
。

１
日
目
の
開
会
式
で
は
、
関
谷

博
・
本
会
会
長
（
下
関
市
議
会
議

長
）
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
寺
井

克
之
・
松
山
市
議
会
議
長
、
野
志

克
仁
・
松
山
市
長
が
あ
い
さ
つ
。

開
会
式
後
、
片
山
善
博
・
元
総

務
大
臣
が
登
壇
し
「
地
方
自
治
の

課
題
と
議
会
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
と

題
す
る
基
調
講
演
を
行
っ
た
。

そ
の
の
ち
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
し
た
。
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
佐
々
木
信
夫

・
中
央
大
学
経
済
学
部
教
授
を
迎

え
、
パ
ネ
リ
ス
ト
４
人
と
と
も
に

「
地
方
議
会
に
お
け
る
政
策
形
成

の
在
り
方
」
に
つ
い
て
議
論
し

た
。２

日
目
は
、
「
大
震
災
に
お
け

る
議
会
の
役
割
」
と
題
す
る
課
題

討
議
を
実
施
。
牛
山
久
仁
彦
・
明

治
大
学
政
治
経
済
学
部
教
授
を
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
迎
え
、

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
事
例
報

告
者
３
人
と
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
１

人
の
４
人
と
と
も
に
、
課
題
討
議

を
実
施
し
た
。

閉
会
式
で
は
、
渡
辺
光
雄
・
本

会
副
会
長
（
藤
沢
市
議
会
議
長
）

が
あ
い
さ
つ
。
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム

は
盛
会
裡
に
閉
会
し
た
。

な
お
、
閉
会
式
で
は
、
寺
井
・

松
山
市
議
会
議
長
か
ら
次
期
研
究

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
地
で
あ
る
北

海
道
旭
川
市
の
三
井
幸
雄
・
議
長

へ
開
催
旗
が
手
渡
さ
れ
た
。

【
次
号
に
第
７
回
研
究
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
特
集
を
掲
載
予
定
】

総
務
大
臣
表
彰
式
が
１０
月
５

日
、
全
国
町
村
会
館
で
挙
行
さ

れ
、
本
会
の
関
谷
博
・
会
長
（
下
関

市
議
会
議
長
）
が
来
賓
と
し
て
出

席
し
た
。
表
彰
式
で
は
、
樽
床
伸

二
・
総
務
相
の
式
辞
、
草
川
昭
三

・
参
議
院
総
務
委
員
長
ら
来
賓
の

祝
辞
が
披
露
さ
れ
た
。
今
回
の
表

彰
対
象
者
は
１１
人
。
本
会
か
ら
の

対
象
者
は
い
な
か
っ
た
。
表
彰
の

対
象
は
在
職
歴
が
通
算
で
市
区
町

村
長
２０
年
以
上
、
都
道
府
県
と
市

区
町
村
議
会
議
長
１２
年
以
上
で
地

方
自
治
の
発
展
に
功
労
し
た
者
。

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

第1847・48号１０月２５日平成24年
（2012年）

１０／１０～１１

本本
会会
がが
研研
究究
フフ
ォォ
ーー
ララ
ムム
松山市で

総
務
大
臣
表
彰
式
が
挙
行

【
写
真
上
】
左
か
ら
２
人
目
が
本

会
の
関
谷
博
・
会
長【
写
真
右
】式

辞
を
述
べ
る
樽
床
伸
二
・
総
務
相

�会場となったひめぎん
ホールは２７００人もの参加
者で満席となった�開会
式であいさつする関谷博
・本会会長�開会式であ
いさつする寺井克之・松
山市議会議長�開催旗が
寺井議長から次期開催地
となる旭川市の三井幸雄
・議長へと引渡された

（１） 平成２４年１０月２５日 第１８４７・４８号
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改
革
プ
ラ
ン
の
う
ち
「
経
営
の

効
率
化
に
係
る
計
画
」
は
、
大
半

の
病
院
に
と
っ
て
２３
年
度
が
実
質

的
な
最
終
年
度
。
今
回
の
調
査
結

果
に
よ
れ
ば
、
４
７
０
病
院
が
経

常
収
支
の
黒
字
化
を
達
成
し
た
も

の
の
�
表
①
、
黒
字
化
を
達
成
し

た
病
院
の
う
ち
、
自
ら
が
設
定
し

た
「
経
常
収
支
比
率
」
の
数
値
目

標
を
１
１
３
病
院
は
達
成
で
き
な

か
っ
た
�
表
②
。
全
体
を
俯
瞰
す

る
と
、
数
値
目
標
の
全
項
目
を
達

成
し
た
７８
病
院
を
除
き
９１
・
２
％

の
８
０
８
病
院
が
、
い
ず
れ
ま
た

は
全
て
の
項
目
を
達
成
で
き
て
い

な
い
状
況
�
表
③
�
に
あ
る
。

調
査
結
果
の
う
ち
「
経
営
の
効

率
化
に
係
る
計
画
」
に
つ
い
て
詳

細
に
み
て
い
く
と
、
２３
年
度
に
経

常
収
支
が
黒
字
の
病
院
は
５３
・
０

％
の
４
７
０
病
院
だ
が
、
２２
年
度

は
５３
・
９
％
の
４
９
４
病
院
。
２２

年
度
か
ら
２４
病
院
、
０
・
９
ポ
イ

ン
ト

の

減
と
な
っ
た
。
一
方
、
２３
年
度
に

経
常
収
支
が
赤
字
の
病
院
は
４７
・

０
％
の
４
１
６
病
院
。
２２
年
度
か

ら
０
・
９
ポ
イ

ン
ト

の
増
だ
が
、
７
病
院

の
減
と
な
っ
た
。

経
営
３
指
標
全
て

達
成
は
８
・
８
％

２３
年
度
に
黒
字
の
４
７
０
病
院

の
う
ち
、
自
ら
が
設
定
し
た
「
経

常
収
支
比
率
」
の
目
標
値
を
達
成

し
た
病
院
は
７６
・
０
％
の
３
５
７

病
院
。
目
標
な
し
を
含
む
未
達
成

の
病
院
は
１
１
３
病
院
と
な
っ

た
。
一
方
、
赤
字
の
４
１
６
病
院

の
う
ち
、
自
ら
が
設
定
し
た
目
標

値
を
達
成
し
た
病
院
は
３０
・
５
％

の
１
２
７
病
院
。
未
達
成
の
病
院

は
２
８
９
病
院
と
な
っ
た
。

次
に
、
自
ら
が
設
定
し
た
数
値

目
標
全
て
を
達
成
し
た
病
院
は
、

８
８
６
病
院
の
う
ち
７８
病
院
。
全

体
の
８
・
８
％
を
占
め
る
。
こ
こ

で
指
す
目
標
と
は
当
該
病
院
の
経

営
３
指
標
で
▽
経
常
収
支
比
率
▽

職
員
給
与
費
比
率
（
対
医
業
収
益
）

▽
病
床
利
用
率
。
い
ず
れ
ま
た
は

全
て
の
目
標
を
達
成
で
き
な
か
っ

た
９１
・
２
％
の
病
院
を
内
訳
で
み

る
と
、
全
て
未
達
成
が
２９
・
９

％
、
病
床
利
用
率
の
み
未
達
成
が

２２
・
３
％
の
順
に
続
い
て
い
る
。

本
紙
で
動
向
を
注
視
し
て
き
た
「
公
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
実
施
状

況
等
の
調
査
結
果
」
が
ま
と
ま
っ
た
た
め
、
今
号
に
概
略
を
掲
載
す

る
。
こ
の
調
査
結
果
は
、
総
務
省
が
９
月
２８
日
に
公
表
し
た
も
の
。

調
査
日
を
本
年
３
月
３１
日
と
し
、
病
院
の
「
経
営
の
効
率
化
に
係
る

計
画
」
の
実
施
状
況
な
ど
を
軸
に
ま
と
め
た
�
調
査
の
経
緯
は
下
掲

の
「
解
説
」
を
参
照
。
調
査
に
よ
れ
ば
、
調
査
対
象
と
な
っ
た
８
８

６
病
院
の
う
ち
５３
・
０
％
を
占
め
る
４
７
０
病
院
が
、
平
成
２３
年
度

時
点
で
経
常
収
支
の
黒
字
化
を
達
成
。
本
紙
が
第
１
８
１
４
号
に
掲

載
し
た
速
報
の
時
点
で
は
、
黒
字
化
を
見
込
む
病
院
が
６０
・
７
％
と

な
っ
て
い
た
。
今
回
の
調
査
で
は
プ
ラ
ン
策
定
病
院
の
う
ち
、
２４
年

３
月
末
ま
で
に
診
療
所
化
や
民
間
譲
渡
し
た
病
院
を
除
い
て
い
る
。

公
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン

総
務
省
が
「
公
立
病
院
改

革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
１９
年
１２
月
策

定
）
」
に
基
づ
き
自
治
体
へ
策
定

を
要
請
し
た
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は

同
年
６
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
経

済
財
政
改
革
の
基
本
方
針
２
０
０

７
で
「
総
務
省
は
、
平
成
１９
年
内

に
各
自
治
体
に
対
し
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
示
し
、
経
営
指
標
に
関
す
る

数
値
目
標
を
設
定
し
た
改
革
プ
ラ

ン
を
策
定
す
る
よ
う
促
す
」
こ
と

と
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
措
置
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
３
つ
の
視

点
か
ら
、
２０
年
度
内
に
自
治
体
へ

改
革
プ
ラ
ン
を
策
定
す
る
よ
う
要

請
し
た
。
う
ち
「
経
営
効
率
化
」

で
は
３
年
程
度
、
「
再
編
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
」
「
経
営
形
態
の
見

直
し
」
で
は
５
年
程
度
を
標
準
的

な
対
象
期
間
と
し
た
。

「
経
営
の
効
率
化
」
に
つ
い
て

は
２３
年
度
が
実
質
的
な
最
終
年
度

に
該
当
し
た
が
、
今
回
の
調
査
で

９１
・
２
％
の
病
院
が
経
営
３
指
標

の
い
ず
れ
ま
た
は
全
て
を
達
成
し

て
い
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

解説

��
��
��
病病
院院
がが
経経
常常
収収
支支
黒黒
字字
化化

公
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
実
施
状
況
等
の
調
査
結
果
―
総
務
省

公立病院改革プランの実施状況等
【調査対象：平成２４年３月末現在６２７団体［８８６病院］（地方独立行政法人を含む）】
※プラン策定病院のうち、平成２４年３月末までに診療所化や民間譲渡等した病
院は除いている

１．経営の効率化に係る計画

表③
左記のうち平成２３年度に
おける経常収支の状況

赤字の病院

１５

４５

１７

５０

４

５４

２３

２０８

４１６

１９３

※平成２３年度における当該病院の経営３指標（経常収支比率、職員給与費比率（対医業収益）、
病床利用率）の目標値に対するプランの達成状況

黒字の病院

６３

１５３

２３

１１８

１２

３４

１０

５７

４７０

３５０

割 合

８．８％

２２．３％

４．５％

１９．０％

１．８％

９．９％

３．７％

２９．９％

１００．０％

６１．３％

病 院 数

７８

１９８

４０

１６８

１６

８８

３３

２６５

８８６

５４３

経営３指標の目標値に対する
プランの達成状況

病床利用率

達成した病院�

未達成の病院�
（目標なしを含む）

達成した病院�

未達成の病院�
（目標なしを含む）

達成した病院�

未達成の病院�
（目標なしを含む）

達成した病院�

未達成の病院	
（目標なしを含む）

合 計
３指標いずれかについて目標値未達成の病院

（�＋�＋�＋�＋�＋�）

職員給与費比率
（対医業収益）

達成した病院

未達成の病院
（目標なしを含む）

達成した病院

未達成の病院
（目標なしを含む）

経常収支比率

達成した病院

未達成の病院
（目標なしを含む）

表①＜経常収支の状況＞ 【上段：病院数、下段：割合】

平成２２年度
４９４

５３．９％
４２３

４６．１％
９１７

１００．０％
※平成２３年度における当該病院の経常収支比率の目標値に対する達成状況

表② 【上段：病院数、下段：割合】

プランの目標値を
未達成の病院
（目標なしを含む）

１１３
２４．０％
２８９

６９．５％
４０２

プランの目標値を
達成した病院

３５７
７６．０％
１２７

３０．５％
４８４

平成２３年度
４７０

５３．０％
４１６

４７．０％
８８６

１００．０％

病 院 数

４７０
１００．０％
４１６

１００．０％
８８６

区 分

経常収支が黒字の病院

経常収支が赤字の病院

合 計

区 分

経常収支が黒字の病院

経常収支が赤字の病院

合 計

第１８４７・４８号 平成２４年１０月２５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報



【参考資料１抜粋】
○平成２３年度における経常収支の状況
■２３年度に経常収支が黒字の病院〔４７０病院の内、
都道府県立病院・地方独立行政法人を除く〕

「※」を付している病院は、特定被災地方公共団体
が経営している病院

区分 団 体 名 病 院 名 備考

埼玉県 春日部市 春日部市立病院

埼玉県 越谷市 越谷市立病院

埼玉県 志木市 志木市立市民病院

千葉県 市川市 市川市リハビリテーション病院

千葉県 船橋市 船橋市立医療センター ※

千葉県 松戸市 国保松戸市立病院

千葉県 旭市 総合病院国保旭中央病院 ※

千葉県 鴨川市 鴨川市立国保病院

千葉県 南房総市 南房総市立富山国保病院

千葉県 多古町 国保多古中央病院

千葉県 東庄町 国保東庄病院

千葉県 横芝光町 横芝光町立東陽病院 ※

千葉県 君津中央病院企業団 国保直営総合病院君津中央病院

千葉県 君津中央病院企業団 国保直営総合病院君津中央病院大佐和分院

千葉県 長生郡市広域市町村圏組合 公立長生病院 ※

東京都 青梅市 青梅市立総合病院

東京都 昭和病院組合 公立昭和病院

神奈川県 横須賀市 横須賀市立うわまち病院

神奈川県 平塚市 平塚市立平塚市民病院

神奈川県 藤沢市 藤沢市立藤沢市民病院

神奈川県 小田原市 小田原市立病院

神奈川県 三浦市 三浦市立病院

神奈川県 厚木市 厚木市立病院

神奈川県 大和市 大和市立病院

新潟県 上越市 上越地域医療センター病院

新潟県 佐渡市 佐渡市立両津病院

新潟県 佐渡市 佐渡市立相川病院

新潟県 南魚沼市 南魚沼市立ゆきぐに大和病院

新潟県 津南町 町立津南病院 ※

富山県 富山市 富山市民病院

富山県 黒部市 黒部市民病院

富山県 砺波市 市立砺波総合病院

石川県 金沢市 金沢市立病院

石川県 小松市 小松市民病院

石川県 輪島市 市立輪島病院

石川県 珠洲市 珠洲市総合病院

石川県 加賀市 加賀市民病院

石川県 能美市 国民健康保険能美市立病院

石川県 宝達志水町 宝達志水町立志雄病院

石川県 穴水町 公立穴水総合病院

石川県 能登町 公立宇出津総合病院

石川県 羽咋郡市広域圏事務組合 公立羽咋病院

石川県 白山石川医療企業団 公立松任石川中央病院

石川県 白山石川医療企業団 公立つるぎ病院

石川県 七尾鹿島広域圏事務組合 公立能登総合病院

福井県 敦賀市 市立敦賀病院

福井県 越前町 越前町国民健康保険織田病院

福井県 若狭町 若狭町国民健康保険上中病院

福井県 公立丹南病院組合 公立丹南病院

山梨県 富士吉田市 国民健康保険富士吉田市立病院

山梨県 都留市 都留市立病院

山梨県 山梨市 山梨市立牧丘病院

山梨県 韮崎市 韮崎市国民健康保険韮崎市立病院

山梨県 北杜市 北杜市立塩川病院

山梨県 上野原市 上野原市立病院

山梨県 甲州市 甲州市立勝沼病院

山梨県 身延町早川町国民健康保険病院 一部事務組合 飯富病院

長野県 長野市 長野市民病院

長野県 松本市 松本市国民健康保険会田病院

長野県 松本市 松本市立病院

長野県 岡谷市 岡谷市立病院

長野県 飯田市 飯田市立病院

長野県 大町市 市立大町総合病院

長野県 佐久市 佐久市立国保浅間総合病院

長野県 軽井沢町 軽井沢町国民健康保険軽井沢病院

長野県 辰野町 町立辰野総合病院

長野県 信濃町 信濃町立信越病院

長野県 伊那中央行政組合 伊那中央病院

長野県 伊南行政組合 昭和伊南総合病院

長野県 依田窪医療福祉事務組合 国保依田窪病院

岐阜県 岐阜市 岐阜市民病院

岐阜県 大垣市 大垣市民病院

岐阜県 美濃市 美濃市立美濃病院

岐阜県 恵那市 市立恵那病院

岐阜県 恵那市 国民健康保険上矢作病院

岐阜県 飛騨市 国民健康保険飛騨市民病院

岐阜県 郡上市 郡上市民病院

岐阜県 郡上市 郡上市国保白鳥病院

静岡県 富士宮市 富士宮市立病院

静岡県 伊東市 市立伊東市民病院

静岡県 島田市 市立島田市民病院

静岡県 富士市 富士市立中央病院

静岡県 焼津市 焼津市立総合病院

静岡県 掛川市 掛川市立総合病院

静岡県 袋井市 袋井市民病院

愛知県 豊橋市 豊橋市民病院

愛知県 岡崎市 岡崎市民病院

愛知県 一宮市 一宮市立市民病院

愛知県 一宮市 一宮市立木曽川市民病院

愛知県 半田市 半田市立半田病院

愛知県 春日井市 春日井市民病院

愛知県 豊川市 豊川市民病院

愛知県 常滑市 常滑市民病院

愛知県 小牧市 小牧市民病院

愛知県 新城市 新城市民病院

愛知県 あま市 あま市民病院

愛知県 東栄町 東栄町国民健康保険東栄病院

愛知県 公立陶生病院組合 公立陶生病院

三重県 四日市市 市立四日市病院

三重県 松阪市 松阪市民病院

三重県 大台町 国民健康保険報徳病院

三重県 玉城町 国民健康保険玉城病院

滋賀県 大津市 大津市民病院

滋賀県 彦根市 彦根市立病院

滋賀県 長浜市 市立長浜病院

滋賀県 近江八幡市 近江八幡市立総合医療センター

滋賀県 高島市 高島市民病院

滋賀県 東近江市 東近江市立蒲生病院

滋賀県 東近江市 東近江市立能登川病院

滋賀県 公立甲賀病院組合 公立甲賀病院

京都府 福知山市 市立福知山市民病院

京都府 綾部市 綾部市立病院

京都府 亀岡市 亀岡市立病院

京都府 京丹後市 京丹後市立弥栄病院

京都府 京丹後市 京丹後市立久美浜病院

京都府 京丹波町 京丹波町病院

京都府 国民健康保険南丹病院組合 公立南丹病院

京都府 国民健康保険山城病院組合 公立山城病院

大阪府 岸和田市 市立岸和田市民病院

大阪府 吹田市 市立吹田市民病院

大阪府 八尾市 八尾市立病院

兵庫県 伊丹市 市立伊丹病院

兵庫県 神河町 公立神崎総合病院

兵庫県 香美町 公立香住病院

兵庫県 公立豊岡病院組合 公立豊岡病院日高医療センター

兵庫県 公立豊岡病院組合 公立朝来梁瀬医療センター
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北海道 札幌市 市立札幌病院

宮城県 仙台市 仙台市立病院 ※

埼玉県 さいたま市 さいたま市立病院

千葉県 千葉市 千葉市立青葉病院 ※

神奈川県 川崎市 川崎市立川崎病院

神奈川県 川崎市 川崎市立井田病院

神奈川県 横浜市 横浜市立市民病院

新潟県 新潟市 新潟市民病院

静岡県 静岡市 静岡市立静岡病院

静岡県 静岡市 静岡市立清水病院

静岡県 浜松市 浜松医療センター

静岡県 浜松市 浜松市リハビリテーション病院

静岡県 浜松市 浜松市国民健康保険佐久間病院

大阪府 大阪市 大阪市立総合医療センター

岡山県 岡山市 岡山市立市民病院

岡山県 岡山市 岡山市立せのお病院

広島県 広島市 広島市立広島市民病院

広島県 広島市 広島市立安佐市民病院

山形県 置賜広域病院組合 公立置賜長井病院

山形県 置賜広域病院組合 公立置賜南陽病院

新潟県 さくら福祉保健事務組合 南部郷厚生病院

静岡県 共立蒲原総合病院組合 共立蒲原総合病院

岡山県 岡山市久米南町国民健康保険病院組合 岡山市久米南町組合立国民健康保険福渡病院

高知県 高知県・高知市病院企業団 高知医療センター

長崎県 長崎県病院企業団 長崎県精神医療センター

長崎県 長崎県病院企業団 長崎県島原病院

長崎県 長崎県病院企業団 長崎県五島中央病院

長崎県 長崎県病院企業団 長崎県富江病院

長崎県 長崎県病院企業団 長崎県上五島病院

長崎県 長崎県病院企業団 長崎県対馬いづはら病院

長崎県 長崎県病院企業団 長崎県上対馬病院

市町村 北海道 小樽市 小樽市立脳・循環器・こころの医療センター

北海道 釧路市 市立釧路総合病院

北海道 岩見沢市 岩見沢市立総合病院

北海道 苫小牧市 苫小牧市立病院

北海道 美唄市 市立美唄病院

北海道 赤平市 市立赤平総合病院

北海道 名寄市 名寄東病院

北海道 根室市 市立根室病院

北海道 千歳市 市立千歳市民病院

北海道 松前町 町立松前病院

北海道 森町 森町国保病院

北海道 長万部町 長万部町立病院

北海道 奥尻町 奥尻町国民健康保険病院

北海道 今金町 今金町国保病院

北海道 せたな町 せたな町立国保病院

北海道 黒松内町 黒松内町国民健康保険病院

北海道 南幌町 国民健康保険町立南幌病院

北海道 上富良野町 上富良野町立病院

北海道 中富良野町 国民健康保険中富良野町立病院

北海道 和寒町 国民健康保険町立和寒病院

北海道 幌加内町 幌加内町国民健康保険病院

北海道 遠別町 遠別町立国保病院

北海道 浜頓別町 浜頓別町国民健康保険病院

北海道 中頓別町 中頓別町国民健康保険病院

北海道 枝幸町 枝幸町国民健康保険病院

北海道 豊富町 豊富町国民健康保険病院

北海道 興部町 興部町国民健康保険病院

北海道 むかわ町 むかわ町鵡川厚生病院

北海道 日高町 日高町立門別国保病院

北海道 平取町 平取町立平取国保病院

北海道 鹿追町 鹿追町国民健康保険病院

北海道 芽室町 公立芽室病院

北海道 標茶町 標茶町立病院

北海道 利尻島国民健康保険病院組合 利尻島国保中央病院

青森県 八戸市 八戸市立市民病院 ※

青森県 黒石市 黒石市国民健康保険黒石病院

青森県 五所川原市 西北中央病院

青森県 つがる市 つがる市立成人病センター

青森県 外ヶ浜町 外ヶ浜町中央病院

青森県 おいらせ町 国保おいらせ病院 ※

青森県 三戸町 三戸町国民健康保険三戸中央病院

青森県 南部町 南部町国民健康保険名川病院

青森県 一部事務組合下北医療センター 大間病院

岩手県 一関市 一関市国民健康保険藤沢病院 ※

岩手県 八幡平市 国民健康保険西根病院

岩手県 奥州市 総合水沢病院 ※

岩手県 奥州市 国民健康保険まごころ病院 ※

岩手県 西和賀町 国民健康保険沢内病院

岩手県 洋野町 国民健康保険種市病院 ※

宮城県 石巻市 石巻市立牡鹿病院 ※

宮城県 塩竈市 塩竈市立病院 ※

宮城県 気仙沼市 気仙沼市立本吉病院 ※

宮城県 登米市 登米市立米谷病院 ※

宮城県 登米市 登米市立豊里病院 ※

宮城県 栗原市 栗原市立栗駒病院 ※

宮城県 大崎市 大崎市民病院 ※

宮城県 涌谷町 涌谷町国民健康保険病院 ※

秋田県 秋田市 市立秋田総合病院

秋田県 横手市 市立横手病院

秋田県 横手市 市立大森病院

秋田県 大仙市 大仙市立大曲病院

秋田県 羽後町 羽後町立羽後病院

山形県 山形市 山形市立病院済生館

山形県 米沢市 米沢市立病院

山形県 酒田市 酒田市立八幡病院

山形県 西川町 西川町立病院

山形県 朝日町 朝日町立病院

山形県 最上町 町立最上病院

山形県 真室川町 町立真室川病院

山形県 小国町 小国町立病院

山形県 白鷹町 白鷹町立病院

福島県 公立藤田病院組合 公立藤田総合病院 ※

福島県 公立小野町地方綜合病院企業団 公立小野町地方綜合病院 ※

福島県 相馬方部衛生組合 公立相馬総合病院 ※

茨城県 笠間市 笠間市立病院 ※

茨城県 小美玉市 小美玉市立医療センター ※

茨城県 東海村 村立東海病院 ※

栃木県 佐野市 佐野市民病院

群馬県 伊勢崎市 伊勢崎市民病院

群馬県 多野藤岡医療事務市町村組合 公立藤岡総合病院／附属外来センター

群馬県 邑楽館林医療事務組合 館林厚生病院

群馬県 富岡地域医療事務組合 公立富岡総合病院

群馬県 吾妻広域町村圏振興整備組合 中之条病院

埼玉県 川口市 川口市立医療センター

埼玉県 秩父市 秩父市立病院

区分 団 体 名 病 院 名 備考

奈良県 大和高田市 大和高田市立病院

奈良県 吉野町 吉野町国民健康保険吉野病院

奈良県 国保中央病院組合 国保中央病院

和歌山県 有田市 有田市立病院

和歌山県 新宮市 新宮市立医療センター

和歌山県 すさみ町 国保すさみ病院

和歌山県 公立那賀病院経営事務組合 公立那賀病院

和歌山県 公立紀南病院組合 社会保険紀南病院

鳥取県 鳥取市 鳥取市立病院

鳥取県 岩美町 岩美町国民健康保険岩美病院

鳥取県 日南町 日南町国民健康保険日南病院

鳥取県 日野病院組合 日野病院

島根県 飯南町 町立飯南病院

島根県 津和野町 津和野共存病院

島根県 邑智郡公立病院組合 公立邑智病院

岡山県 倉敷市 倉敷市立児島市民病院

岡山県 笠岡市 笠岡市立市民病院

岡山県 井原市 井原市立井原市民病院

岡山県 高梁市 高梁市国民健康保険成羽病院

岡山県 備前市 備前市国保市立日生病院

岡山県 備前市 備前市国保市立吉永病院

岡山県 赤磐市 赤磐市立赤磐市民病院

岡山県 真庭市 真庭市国保湯原温泉病院

岡山県 美作市 美作市立大原病院

岡山県 矢掛町 矢掛町国民健康保険病院

岡山県 鏡野町 鏡野町国民健康保険病院

広島県 呉市 公立下蒲刈病院

広島県 尾道市 尾道市立市民病院

広島県 尾道市 公立みつぎ総合病院

広島県 福山市 福山市民病院

広島県 府中市 府中市立湯が丘病院

広島県 三次市 市立三次中央病院

広島県 庄原市 庄原市立西城市民病院

広島県 安芸太田町 安芸太田病院

広島県 神石高原町 神石高原町立病院

広島県 世羅中央病院企業団 公立世羅中央病院

山口県 萩市 萩市民病院

山口県 岩国市 岩国市立錦中央病院

山口県 岩国市 岩国市立美和病院

山口県 光市 光総合病院

山口県 美祢市 美祢市立病院

山口県 美祢市 美祢市立美東病院

山口県 山陽小野田市 山陽小野田市民病院

徳島県 徳島市 市立徳島市民病院

徳島県 勝浦町 国民健康保険勝浦病院

徳島県 美波町 美波町国民健康保険日和佐病院

徳島県 つるぎ町 つるぎ町立半田病院

香川県 香川県高松市 高松市民病院塩江分院

香川県 坂出市 坂出市立病院

香川県 三豊市 三豊市立永康病院

香川県 三豊市 三豊市立西香川病院

香川県 綾川町 綾川町立陶病院

香川県 三豊総合病院企業団 三豊総合病院

愛媛県 宇和島市 市立宇和島病院

愛媛県 八幡浜市 市立八幡浜総合病院

愛媛県 西予市 西予市立宇和病院

愛媛県 西予市 西予市立野村病院

愛媛県 鬼北町 鬼北町立北宇和病院

愛媛県 愛南町 愛南町国保一本松病院

高知県 土佐市 土佐市立土佐市民病院

高知県 本山町 本山町立国民健康保険嶺北中央病院

高知県 佐川町 佐川町立高北国民健康保険病院

高知県 梼原町 梼原町立国民健康保険病院

高知県 大月町 大月町国民健康保険大月病院

福岡県 芦屋町 町立芦屋中央病院

福岡県 鞍手町 鞍手町立病院

福岡県 公立八女総合病院企業団 公立八女総合病院

佐賀県 佐賀市 佐賀市立富士大和温泉病院

佐賀県 唐津市 唐津市民病院きたはた

佐賀県 多久市 多久市立病院

佐賀県 大町町 大町町立病院

佐賀県 太良町 町立太良病院

長崎県 長崎市 長崎市立市民病院

長崎県 佐世保市 佐世保市立総合病院

長崎県 平戸市 国民健康保険平戸市民病院

長崎県 平戸市 平戸市立生月病院

長崎県 壱岐市 壱岐市立かたばる病院

長崎県 雲仙・南島原保健組合 公立新小浜病院

熊本県 熊本市 熊本市民病院

熊本県 荒尾市 荒尾市民病院

熊本県 水俣市 国保水俣市立総合医療センター

熊本県 山鹿市 山鹿市民医療センター

熊本県 上天草市 上天草市立上天草総合病院

熊本県 宇城市 国民健康保険宇城市民病院

熊本県 天草市 天草市立牛深市民病院

熊本県 天草市 天草市立栖本病院

熊本県 天草市 国民健康保険天草市立新和病院

熊本県 天草市 天草市立河浦病院

熊本県 山都町 山都町立国民健康保険蘇陽病院

熊本県 公立玉名中央病院企業団 公立玉名中央病院

熊本県 小国町外一ヶ町公立病院組合 小国公立病院

熊本県 球磨郡公立多良木病院企業団 球磨郡公立多良木病院

大分県 中津市 中津市民病院

大分県 杵築市 杵築市立山香病院

宮崎県 日向市 日向市立東郷病院

宮崎県 串間市 串間市民病院

宮崎県 都農町 都農町国民健康保険病院

宮崎県 椎葉村 椎葉村国民健康保険病院

宮崎県 美郷町 美郷町国民健康保険西郷病院

宮崎県 高千穂町 高千穂町国民健康保険病院

宮崎県 日之影町 日之影町国民健康保険病院

宮崎県 五ヶ瀬町 五ヶ瀬町国民健康保険病院

鹿児島県 鹿児島市 鹿児島市立病院

鹿児島県 枕崎市 枕崎市立病院

鹿児島県 出水市 出水市総合医療センター

鹿児島県 垂水市 垂水中央病院

鹿児島県 霧島市 霧島市立医師会医療センター

鹿児島県 南さつま市 南さつま市立坊津病院

【参考資料２抜粋】

○ 平成２３年度に改革プランを策定していない病院の経常収支の状況

● 従前は改革プランを策定していたが、平成２３年度以降のプランを策定していない病院

■ ２３年度に経常収支が黒字の病院〔４病院〕

区分 団 体 名 病 院 名 備考

政令市 福岡県 北九州市 医療センター

福岡県 北九州市 八幡病院

市町村 宮城県 蔵王町 国民健康保険蔵王病院

茨城県 筑西市 筑西市民病院

● 当初から改革プランを策定していない病院

■ ２３年度に経常収支が黒字の病院〔３病院〕

区分 団 体 名 病 院 名 備考

市町村 北海道 広域紋別企業団 広域紋別病院 ※

愛知県 西知多医療厚生組合 東海市民病院 ※

愛知県 西知多医療厚生組合 知多市民病院 ※

「※」を付している病院は、平成２２・２３年度に新設の病院

（３） 平成２４年１０月２５日 第１８４７・４８号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
、
明
る
く
元
気
に
過
ご
せ
る
ま

ち
―
住
民
と
身
近
に
接
す
る
市
議

会
議
員
に
と
っ
て
、
住
民
の
健
康

を
守
る
施
策
の
探
求
は
、
最
大
関

心
事
の
１
つ
と
な
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
回
、
施

策
の
概
略
を
紹
介
す
る
松
本
市
が

市
民
へ
調
査
し
た
結
果
、
我
が
ま

ち
で
健
や
か
な
生
活
を
送
っ
て
い

き
た
い
と
願
う
市
民
の
意
識
が
明

確
と
な
っ
て
い
ま
す
�
左
掲
。

今
後
、
行
政
が
力
を
入
れ
て
い

く
べ
き
分
野
を
松
本
市
が
住
民
へ

尋
ね
た
と
こ
ろ
、
「
１
位
�
高
齢

者
福
祉
」
「
２
位
�
地
域
医
療
」

「
３
位
�
子
育
て
支
援
」
「
８
位

�
健
康
づ
く
り
」
が
上
位
１０
施
策

に
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
赤
ち
ゃ
ん

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
明
る
く
元

気
に
過
ご
せ
る
ま
ち
を
市
民
は
望

ん
で
い
る
の
で
す
。

市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を

反
映
さ
せ
、
松
本
市
で
は
平
成
２３

年
度
を
初
年
度
と
す
る
総
合
計
画

（
基
本
構
想
２
０
２
０
・
第
９
次

基
本
計
画
）
で
「
健
康
寿
命
延
伸

都
市
・
松
本
」
を
掲
げ
ま
し
た
。

健健
やや
かか
なな
生生
活活
はは
市市
民民
のの
願願
いい

「
健
康
寿
命
」
に
つ
い
て
松
本

市
は
「
一
生
涯
の
う
ち
健
康
で
自

立
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
期

間
」
と
説
明
し
て
い
ま
す
。
「
健

康
寿
命
」
は
、
「
平
均
寿
命
」
か

ら
「
要
介
護
等
の
期
間
」
を
除
い

た
期
間
と
し
て
算
出
す
る
と
定
義

し
て
い
ま
す
。

「
健
康
寿
命
」
の
算
出
方
法
は

定
式
化
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
要

介
護
等
の
期
間
に
も
明
確
な
基
準

が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
松
本
市

で
は
、
公
衆
衛
生
学
会
員
で
あ
る

切
明
義
孝
氏
ら
に
よ
る
「
介
護
保

険
制
度
を
利
用
し
た
健
康
寿
命
計

算
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
利
用
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

「
健
康
寿
命
」
の
延
伸
を
目
指

し
松
本
市
で
は
、
「
心
と
体
の
健

康
づ
く
り
」
「
暮
ら
し
の
環
境
づ

く
り
」
を
柱
に
各
種
施
策
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
�
右
掲
。
２
つ
の

柱
ご
と
に
６
つ
の
健
康
を
定
め
て

い
ま
す
が
、
展
開
さ
れ
る
施
策
は

多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
６
つ
の
健

康
を
▽
市
民
▽
地
域
▽
企
業
▽
大

学
▽
行
政
―
が
一
体
と
な
り
進
め

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

「「
健健
康康
寿寿
命命
」」のの
基基
準準
をを
定定
義義

健
康
寿
命
を
伸
ば
す
た
め
に

松
本
市
で
は
、
「
基
本
構
想
２
０
２
０
」
で
定
め
る
将
来
の
都
市
像
と
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
目
標
、
ま
た
、
「
第
９
次
基
本
計
画
」
で
定
め
る

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
施
策
の
実
現
に
向
け
、
次
の
主
な
取
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

心
と
体
の
健
康
づ
く
り

�
人
の
健
康

生
活
習
慣
病
予
防
対
策
の
推
進
、
市
民
歩
こ
う
運
動
の
推
進
、
自
殺
予
防
専
用
相
談
「
い
の
ち
の
き
ず
な
松
本
」
の
充
実

な

ど
�
生
活
の
健
康

平
和
教
育
の
充
実
、
人
権
学
習
の
推
進
、
介
護
支
援
事
業
の
推
進
、
あ
る
ぷ
キ
ッ
ズ
支
援
事
業

な
ど

�
地
域
の
健
康

各
種
講
座
等
の
開
催
に
よ
る
市
民
活
動
の
支
援
・
促
進
、
ふ
れ
あ
い
健
康
教
室
の
推
進

な
ど

�
環
境
の
健
康

こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
事
業
へ
の
支
援
、
環
境
教
育
の
推
進
・
支
援

な
ど

�
経
済
の
健
康

家
族
団
ら
ん
手
づ
く
り
料
理
を
楽
し
む
日
事
業
、
食
育
・
地
産
地
消
推
進
事
業

な
ど

�
教
育
・
文
化
の
健
康

各
種
健
康
ス
ポ
ー
ツ
教
室
・
大
会
の
開
催
、
文
化
芸
術
活
動
の
推
進

な
ど

暮
ら
し
の
環
境
づ
く
り

�
人
の
健
康

プ
ラ
チ
ナ
世
代
の
相
談
窓
口
「
と
ま
り
木
」
の
機
能
の
強
化
、
市
民
農
園
事
業

な
ど

�
生
活
の
健
康

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
対
策
の
検
討
、
保
育
園
・
幼
稚
園
施
設
設
備
事
業

な
ど

�
地
域
の
健
康

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
推
進
、
多
世
代
同
居
促
進
策
の
検
討

な
ど

�
環
境
の
健
康

再
生
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
の
推
進
、
次
世
代
交
通
政
策
の
推
進
、
ご
み
減
量
対
策
事
業
の
推
進

な
ど

�
経
済
の
健
康

ま
ち
な
か
居
住
の
推
進
、
地
場
産
業
振
興
事
業
、
健
康
寿
命
延
伸
新
需
要
創
造
事
業

な
ど

�
教
育
・
文
化
の
健
康

学
校
サ
ポ
ー
ト
（
学
校
応
援
団
）
事
業
、
公
民
館
大
規
模
改
修
、
基
幹
博
物
館
整
備
事
業

な
ど

健
康
は
、
様
々
な
要
素
が
絡
み

合
い
維
持
・
増
進
さ
れ
る
た
め
、

健
康
寿
命
の
延
伸
に
は
日
々
の
健

康
的
な
生
活
習
慣
の
継
続
が
不
可

欠
で
す
。
し
か
も
、
無
理
な
く
取

り
組
め
な
け
れ
ば
習
慣
と
な
り
得

ま
せ
ん
。
「
ど
の
よ
う
に
し
て
進

め
て
い
く
か
？
」
こ
の
問
い
に
市

民
へ
用
意
し
た
松
本
市
の
答
え
は

「
ま
ず
は
歩
く
こ
と
か
ら
始
め
よ

う
」
で
し
た
。
特
別
な
器
具
を
必

要
と
す
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
な
ら

無
理
な
く
始
め
ら
れ
ま
す
。

健
康
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
住

民
に
歩
い
て
も
ら
う
た
め
松
本
市

で
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
を

作
成
し
ま
し
た
。
こ
の
マ
ッ
プ
は

地
区
ご
と
に
数
本
の
コ
ー
ス
を
用

意
し
、
距
離
や
所
要
時
間
も
選
べ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
各

地
区
の
見
ど
こ
ろ
も
満
載
な
優
れ

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
道
に
健
康
寿
命
の
延
伸
へ
取

り
組
む
松
本
市
で
は
、
目
的
実
現

へ
の
手
綱
を
緩
め
ま
せ
ん
。
１１
月

１２
日
に
は
市
内
で
「
第
２
回
世
界

健
康
首
都
会
議
」
�
松
本
市
Ｈ
Ｐ

参
照
�
を
誰
で
も
参
加
で
き
る
場

と
し
て
開
催
し
、
参
加
者
と
研
鑽

を
積
む
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

健健
康康
はは
１１
日日
にに
しし
てて
成成
らら
ずず

市市 政政

ニニュューースス

健健
康康
寿寿
命命
延延
伸伸
都都
市市

のの
創創
造造
をを
めめ
ざざ
しし
てて
長野県松本市

【資料提供＝松本市】

第１８４７・４８号 平成２４年１０月２５日 （４）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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